第４０回　施設処遇検討会議　議事録
H21.2.23　13:30～15:00

青山荘地域交流室
出席者：馬渡道伸・上平ユリ子・中村文洋・向奈津美

出貝梢・小坂和子

（欠席者：C.E.O・秋山S.G.M・長谷部S.G.M清水S.G.M・三浦理見・小笠原嘉紀）

記　録：小坂和子
議題
１：稲垣　ふき　様（青風荘入所者様）の処遇について
２：平　　康子　様（青明舎入所者様）の処遇について
３：平　　京子　様（青山荘利用者様）の処遇について
１：稲垣　ふき　様（青風荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

<問題点>
1 集団生活において自分本位の行動が多くトラブルとなる。

介入方法→・他者との交流の場を見守り、問題やトラブルになりそうな時は介入し、自分の行動､他者との接し方について振り返りをしアドバイスする。

・本人の楽しみを見つけ、ストレスを解消できる場を設ける。

②頻回に夜間覚醒がある。（殆ど毎日のように就寝2.3時間後に起き、私物いじり、洗濯機の確認などし、安定した睡眠時間が取れない）

介入方法→・事前に本人と面談を行い、睡眠確保の必要性や起きている時間帯の過ごし方を確認しあう。
・睡眠時間帯であることを伝え、身体を休ませ、睡眠を取らなければ日中の活動が困難になる事や体調を崩す原因になる事を説明し就床を促す。
・土、日、自室にて臥床している時は、なるべく平日と同様の生活リズムで過ごした方が身体にも良い事や夜間寝れなくなる事を説明してホールで過ごして頂くよう声がけしていく。
③身体的訴え、妄想的な訴えが多い

介入方法→・妄想発言があった場合は、ある程度、訴え聞く。必要に応じて、本人が理解できるように説明を行なう。
・訴えが頻回な時・イライラ感や気持ちの落ち着きない時はその都度納得するまで話を聞き、興奮・気分不　安定にならないよう介入する。
・不調について、しつこく訴えてくる場合は、バイタ
ル測定をし、必要に応じて休んで頂く。
④金銭の収支に固執している。
（私は買っていないなどの被害的な発言をする）

介入方法→・通帳に関しては、順を追って説明しながら、その都度本人が確認のサインをしている事を伝える。（場合によってはスタッフ二人で統一した対応をする。）
・入金に関して、訴えてきた場合は、現在のお金で十分間にあっている事、保護者が決めた金額である事を説明する。
＜評価＞

本人の訴えがあった際にはその都度、傾聴し見守りや声かけし、時には指導を行ない

２：平　　康子　様（青明舎入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　　　合併症：糖尿病

＜問題点＞

①各種申請手続き

（住所変更の検討）

介入方法→・青明舎訪問時には必ず本人へ申請通知等の郵便の有無を確認する。申請書記入時には本人と一緒に１項目ずつ確認をしながら、本人が１人で自信を持って行う事が出来る部分まで支援を行う。
・申請内容や通知内容を本人が理解できずにいる場合には、分かりやすく説明を行い、不安の軽減を図る。
・必要時には本人の了承を得た上で代行手続きや確認電話を行い、内容についても本人へ説明を行う。
・不安から身体不調等ある場合には外来・病院ＳＷ・通所・世話人と情報共有を行う。
・母様の生保受給に伴う本人の住所変更については、家族の希望について確認した上で、青明舎側でも検討。その際、この先考え得る家族との関係性についても着目し見合った支援を行う。その上で住所変更の必要性がある場合には、出来る限り家族からの協力を得た上で手続き等実施し、家族が出来ない範囲での支援を行う
　易度的になった理由や状況をデイナイトケアとも情報共有し、易度的になった理由や状況を把握し、トラブルを未然に防ぐよう対応する。状態の強い場合は主治医に相談する。

②体調・食事管理
　　　  ・高血圧による頭痛時には訪問しバイタル測定実施。安静を伝え、各関係機関へも情報提供を行う。必要時には病院受診を行う。

・血液検査結果や体重について定期的に本人・外来ＮＳ・カルテを確認し、医師から受けた指導内容について把握し、生活状況や体調の確認を行う。
・食事内容については世話人へも確認を依頼し、必要な指導・助言を行っていただく。
3 室の整理

介入方法→・世話人訪問時には定期的に室内の様子を確認していただき、清掃を促す。また、青明舎訪問時も同様に室内の状態を確認する。

・自室が整理されていないことで紛失物が多いことを振り返り、清掃を促す。

＜評価＞

住所変更については急がなければならない状況ではないが、関係機関と連絡を密にして対応していく。自室の清掃も自ら行なうことは難しい為、訪問時にチェックしたり、またスタッフと一緒に整理整頓を行ない、書類等の紛失を無くする為にも定期的に実施、習慣化できるよう介入していく。申請書類等に関しては保護者の元へ配達されているため、本人へ届ける際に青明舎へも連絡をしていただけるよう依頼する。高血圧による体調不良があるため、食事管理のアドバイスや疾病教室を利用して維持できるよう支援していく。

３：平　　京子　様（青山荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点＞
①思考の偏り、固執、自己中心性（継続）

介入方法→○話を聞く
スタッフや周りの人が話している際は、最後まで説明を聞くようにその都度促して行く。
○発言の機会を見計らう
自分が思ったことを直ぐに口にしてしまうことがある為、状況を判断して発言するタイミングを見計らうように声かけしていく。また、SSTなどで課題として取り上げて行く。

○他者の意見を参考にし思考の偏り・固執の改善
自分の考えに固執し判断してしまいがちである。日常会話の中で多方面からの考え方や見方を提案し、周りの意見も参考にして検討するように今までのケースを一緒に振り返り、アドバイスを行っていく。

②整容面（継続）

介入方法→○身だしなみを整えることの習慣化
・外出する際は改善されつつあるも、いつも同じ服を着続ける傾向があり、シミがついていても無頓着な面がある。
・雑誌などを参考にコーディネイト行い、着用するように促していく。
○入浴
・入浴の声がけを行うことで、週１回から徐々に回数を増やして行き、最終的には毎日入る習慣を身につけるように支援行っていく。

③健康管理（継続）
介入方法→○服薬管理

・現在、服薬自己管理で、服用の際スタッフが確認を行う方法に切り替わっている。
・問題なく服用できていることから、経過観察行い、最終的には担当医と相談を行いつつ、可能であれば全て自己管理できるように移行していく。
○負傷時の訴え
・徐々に改善されつつあるが、訴えるまでに時間を要している。負傷した際は直ぐにスタッフへ訴えるように促していく。
・早期発見できるように、注意して見て行く。
・負傷時の対応としてＳＳＴで取り上げていく。

④金銭管理
介入方法→・お小遣い月15,000円と、月初めに臨時出費で買い物や食事をされている。タバコや嗜好品、衣類などへの使い方が荒くならないように、欲しいものではなく、必要なものに使うように、お小遣いの内訳を書き出してもらい振り返りを行うなどの支援を行っていく。

・月初めに臨時出費で買い物をする際は上限額を決め、必要なものを購入するように促していく。

＜評価＞

他者との交流がスム－ズにできるようSSTを利用したり、談話室で過ごすよう声かけする。また、談話室での交流ができるよう介入していく。更衣や入浴の必要性を理解できるようにその都度声かけし、頭髪についても不潔感がでないようなカットのアドバイスをする。怪我等の負傷があっても本人から報告、相談がないため、本人の観察をこまめにして見逃さないようにする。一度、購入額の多いことがあったが、その後は特に問題は見られて

いない。買物についても適度の購入ができるよう、時には同行しながら支援していく。

